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！

　
　
名
に
感
謝
と
決
意

玉
名
に
県
の
施
設
を
誘
致

　

初
当
選
か
ら
四
カ
月
が
経
つ
八
月
二
十
五
日
、

司
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
県
政
報
告
会
」

を
開
催
し
た
。
会
場
に
は
、
玉
名
市
内
外
か
ら
約

四
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
本
田
曉
文
氏
の
後
援
会

代
表
挨
拶
に
始
ま
り
、
蔵
原
隆
浩
市
長
が
来
賓
挨

拶
を
行
っ
た
。
ま
た
、
勇
退
し
た
森
浩
二
元
県
議

も
登
壇
し
、
初
当
選
を
果
た
し
た
城
戸
淳
県
議
を

激
励
。
県
政
報
告
で
城
戸
県
議
は
、
九
月
十
二
日

に
一
般
質
問
に
立
つ
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

ま
ず
、
県
政
報
告
で

建
設
委
員
会
と
地
域
対

策
特
別
委
員
会
に
配
属

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

さ
ら
に
、
新
玉
名
駅
前

の
活
性
化
に
向
け
て
、

県
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

誘
致
に
関
す
る
一
般
質

問
を
行
う
こ
と
を
説
明

し
「
ま
ず
、
し
っ
か
り

と
玉
名
を
テ
ー
ブ
ル
に

乗
せ
た
い
」
と
参
加
者

に
訴
え
た
。

「新玉名駅そばに６万㎡の用地があり、スポーツ施設の誘
致に最適」と駅前活性化に向け意気込みを語る城戸県議

「１００歳」どう生きる？！
　

「
一
〇
〇
歳
大
学
」
の
提
唱
者

と
し
て
知
ら
れ
る
元
滋
賀
県
知
事

の
國
松
善
次
氏
を
講
師
に
招
き
、

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
講
演
会

を
八
月
二
十
四
日
、
玉
名
市
の
岱

明
町
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
同
氏
は
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
日
本
の
現
状
を
説

明
。
人
生
の
下
山
を
始
め
る
と
き

に
、『
老
い
』
に
つ
い
て
体
系
的

に
学
ぶ
必
要
性
を
指
摘
し
た
。「
こ

の
玉
名
市
で
九
州
初
の
一
〇
〇
歳

大
学
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。
参
加
し
た
六
〇
代
の
男

性
は
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

９月議会で一般質問
「玉名いだてんマラソン支援を」

健康 ・ 生きがいづくり講演会 開催 　

県
議
会
は
九
月
四
日
、
九
月
議
会

を
開
会
し
、
九
日
か
ら
代
表
質
問
と

一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。
九
月
十
二

日
に
一
般
質
問
に
立
っ
た
城
戸
淳
県

議
は
、
県
北
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
観
光
振
興
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
、
玉
名
市
で
来
年
二
月
二

十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
玉
名
い
だ
て

ん
マ
ラ
ソ
ン
に
対
す
る
県
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
た

ず
ね
た
。
ま
た
、

県
北
地
域
に
お

け
る
県
営
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の

設
置
に
つ
い
て

も
検
討
会
議
の

進
展
状
況
や
県

北
に
整
備
さ
れ

る
可
能
性
を
問

う
た
。(
詳
し
く

は
２
˜
３
面
)

最新の活動は facebook にて更新中！　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.facebook.com/atsushikido2018/

「
目
標
を
持
ち
、
仲
間
を
つ
く
り
、
ほ
め

ら
れ
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
國
松
氏

玉
名
い
だ
て
ん
マ
ラ
ソ
ン
の
支
援

に
つ
い
て
た
ず
ね
る
城
戸
県
議

�����
①

�����
②

�����
③

！国･県･市の連携強化

きど

戸 ▶一般質問･概要
　　（２～３面）
▶視察･研修報告
　　　　（４面）
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令
和
元
年 

九
月
定
例
会

城
戸 

淳
・
一
般
質
問

　
九
月
十
二
日
の
一
般
質
問
に
立
ち
、
県
北
地
域
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
観
光
振
興
、
高
齢
者
の

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
、外
来
生
物
メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
、

農
業
分
野
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
不
足
の
解
消
の
五

項
目
に
つ
い
て
問
う
た
。
（
以
下
は
、
発
言
の
要
旨
）

　
　
　
　
　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
ま
で
一
年

　
　
　
　
を
切
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
は
国
や
文
化

　
　
　
　
の
違
い
を
超
え
て
世
界
中
が
ひ
と
つ

に
な
れ
る
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
。

　
今
年
、Ｈ
Ｎ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
『
マ
ラ
ソ

ン
の
父
』
と
呼
ば
れ
る
金
栗
四
三
氏
を
描
い
た

「
い
だ
て
ん
〜
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺
〜
」
が

放
送
さ
れ
た
。
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
継
続
し
た
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
一
方
で
玉
名
市
は
、
今
年
か
ら
市
民
参
加
型

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
名
称
は
「
玉
名

い
だ
て
ん
マ
ラ
ソ
ン
」。

現
在
、
コ
ー
ス
の
設
定

な
ど
準
備
を
進
め
て
い

る
。
県
と
し
て
広
報
の

面
で
の
支
援
や
ど
の
よ

う
に
観
光
振
興
に
つ
な

げ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
県
北
地
域
に
お
け
る
県
営
ス

　
　
　
　
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
熊
本
武
道
館
と
藤
崎
台
県
営
野

球
場
に
関
し
て
、
現
在
、
熊
本
県
・
熊
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り
方
検
討
会
議

に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
両
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
会
議

で
は
ど
の
よ
う
な
論
議
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。
今
後
、
改
修
や
建
替
な
ど
の
方
向

性
は
出
て
い
る
の
か
。
県
北
地
域
に
整
備

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

Ａ
（
商
工
観
光
労
働
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
の
放
送
を
契
機
に
、
県
で

　
　
　
　
　
　
　
　
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
や
受
入
環
境
の
整
備
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
周
遊
観
光
の
促
進
に

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
来
年
二
月
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
玉
名

市
を
金
栗
氏
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
再
認
識
さ
せ

る
機
会
で
あ
り
、
大
会
の
盛
り
上
が
り
に
期
待

し
て
い
る
。
県
に
お
い
て
も
、こ
の
大
会
を
含
め
、

県
内
開
催
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
紹
介
し
た
マ
ッ

プ
の
制
作
、Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
を
通
じ
た
発
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
参
加
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ナ
ー
な
ど
に
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
温
泉
、
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
、
地
域
で
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
な
ど
を
発
信
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
じ
た
観
光
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
両
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
老
朽
化
や
駐
車
場
不

　
　
　
　
　
　
　
　
足
、
立
地
上
の
制
約

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
課
題
の
整
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
行
っ
て
い
る
。
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
継
続
使

用
す
る
場
合
の
改
修
費
用
を
算
定
し
て
い

る
。
建
替
に
関
し
て
は
、
新
施
設
建
設
の

必
要
性
の
検
討
と
建
設
費
用
や
経
済
効
果
、

防
災
拠
点
機
能
に
つ
い
て
論
議
し
て
い
る
。

移
転
の
可
能
性
は
、
ま
だ
判
断
で
き
な
い
。

（
教
育
長
）

　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
リ
ー
ト
出
身
の
松
野
明

　
　
　
　
　
　
美
県
議
に
ぜ
ひ
、
玉
名
い
だ
て
ん

　
　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
ほ
し

い
。
そ
の
ほ
か
の
県
議
の
先
生
方
に
も
ぜ
ひ
、

参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
私
も
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
参
加
す
る
。

　
第
一
回
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
図
（
＝
写
真
①
）

は
ご
覧
の
通
り
。
今
後
、
金
栗
四
三
氏
と
ゆ
か

り
の
あ
る
コ
ー
ス
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。

県
警
察
本
部
と
協
議
を
重
ね
、
実
現
す
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
検
討

会
議
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
整
備
を
進
め
て
ほ
し

い
。
藤
崎
台
県
営
野
球
場
は
、
高
校
野
球
の
聖

地
だ
。
私
は
、
藤
崎
台
県
営
野
球
場
を
熊
本
市

に
移
管
す
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
考

え
る
。
プ
ロ
野
球
や
大
規
模
大
会
を
誘
致
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
の
藤
崎
台
県
営
球
場

は
課
題
も
あ
る
。

　
新
た
に
県
営
野
球
場
を
整
備
す
る
と
い
う
方
向

性
が
で
た
場
合
、
候
補
地
と
し
て
玉
名
市
を
提

案
し
た
い
。玉
名
市
は
九
州
の
へ
そ
に
位
置
し
、

新
幹
線
駅
が
あ
る
。
玉
名
市
に
よ
る
と
新
玉
名

駅
の
そ
ば
に
六
万
㎡
の
用
地
（＝
写
真
②
）
が

あ
る
。
県
北
地
域
に
県
営
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
す
る
に
は
最
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
用
地
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
に
は
、
早
い
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
に
利
害
の
一
致
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
民
間
企
業
や
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
、
市
町
村
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
費
用
拠
出
や
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
法
な
ど
を
話
し
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
と
が
有
益
だ
。

Ａ

Ｑ

Ｑ

提
言

県
営
野
球
場
の
新
設
を

候
補
地
に
玉
名
市 

提
案

第
一
回「
玉
名
い
だ
て
ん
マ
ラ
ソ
ン
」の
コ
ー
ス
図
（写
真
①
）

①
県
北
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
観
光
振
興
に
つ
い
て

議会を傍聴する有権者ら

玉
名
市
は
昨
年
度
「
新
玉
名
駅
周
辺
等
整
備
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
藤
崎
台
県
営
野
球
場
の
移
転

建
設
に
関
す
る
概
要
書
を
ま
と
め
た
（
写
真
②
）

議会・一般質問

http://www.kumamoto-pref.stream.jfit.co.jp/一般質問の様子は「熊本県議会インターネット中継」からご覧いただけます。
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玉
名
市
で
元
滋
賀
県
知
事
の
國
松

　
　
　
　
善
次
氏
を
迎
え
て
、
健
康
・
生
き
が
い

　
　
　
　
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
た
。
こ
の

國
松
先
生
は
、
現
在
「
一
〇
〇
歳
大
学
」
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
一
〇
〇
歳
大
学

は
、
人
生
の
下
り
坂
に
入
る
六
五
歳
、
六
六
歳

を
対
象
に
「
老
い
」
に
対
す
る
基
礎
教
育
を
行

う
。
滋
賀
県
の
栗
東
市
で
は
、
平
成
二
八
年
に

一
〇
〇
歳
大
学
を
開
講
し
、
各
専
門
家
か
ら
介

護
予
防
や
福
祉
制
度
、
地
域
参
加
な
ど
の
基
礎

科
目
と
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
や
女
性
の
た

め
の
体
操
教
室
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
ふ
さ
わ
し

い
選
択
科
目
も
履
修
す
る
。
本
県
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
か
。
市
町

村
が
住
民
向
け
に
生
涯
学
習
講
座
を
実
施
し
て

い
る
が
、
そ
の
講
座
が
充
実
す
る
た
め
市
町
村

に
対
す
る
県
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
日
本
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　
を
導
入
し
た
が
、
普
及
率
は
、

　
　
　
　
全
国
で
一
三
％
と
低
い
。
二
〇
二

〇
年
以
降
は
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が
満
了
す

る
が
、
更
新
し
な
い
人
が
出
て
く
る
懸
念
も

あ
る
。
今
後
、
カ
ー
ド
の
使
い
方
と
し
て
消

費
活
性
化
策
や
健
康
保
険
証
利
用
の
整
備
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
役
所
の
勤
怠

管
理
な
ど
に
活
用
す
れ
ば
業
務
効
率
化
も
可

能
に
な
る
。
カ
ー
ド
普
及
に
県
は
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

Ａ
（
教
育
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
一
〇
〇
歳
時
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
迎
え
る
に
あ
た
り
、
人
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
り
様
や
老
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
学
ぶ
こ
と
は
重
要
。「
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
歳
大
学
」
の
よ
う
な
生

　
　
　
　
　
　
　
　
涯
学
習
講
座
を
身
近
な
市

町
村
に
設
け
る
こ
と
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
に

つ
な
が
り
、
地
域
活
性
化
に
も
資
す
る
。
県
教

育
委
員
会
で
は
、
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
町
村
へ

講
座
内
容
や
講
師
の
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
市
町
村
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も
、

市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
行
い
な
が

ら
、
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

（
総
務
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
制
度
は
、
住
民
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
便
性
向
上
や
行
政
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
の
効
率
化
な
ど
を
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
に
導
入
さ
れ
た
が
、
普

　
　
　
　
　
　
　
　
及
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ー
ド
普
及
の
た
め
に

は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
拡
大
や
行
政
手
続
の

簡
素
化
な
ど
、
住
民
が
利
便
性
を
実
感
で
き

る
取
り
組
み
が
重
要
。
県
で
は
、
国
や
市
町

村
と
連
携
し
て
市
町
村
の
取
り
組
み
拡
大
に

向
け
た
支
援
に
努
め
る
。
庁
内
で
臨
時
申
請

窓
口
の
設
置
す
る
な
ど
し
、
県
職
員
の
カ
ー

ド
取
得
を
促
し
て
い
る
。
市
町
村
の
経
費
負

担
増
に
対
す
る
財
政
措
置
を
国
に
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
も
と
も
と
い
な
か
っ
た
場
所
に
人
に

　
　
　
　
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
生
き
物
の
こ

　
　
　
　
と
を
外
来
種
と
い
い
、
生
態
系
に
被

害
を
も
ら
た
す
も
の
も
多
く
存
在
す
る
。
南
ア

フ
リ
カ
が
原
産
地
の
外
来
植
物
「
メ
リ
ケ
ン
ト

キ
ン
ソ
ウ
」
は
、
実
に
二
ミ
リ
ほ
ど
の
ト
ゲ
が

あ
り
、
肌
に
刺
さ
る
と
怪
我
を
す
る
た
め
注
意

が
必
要
。
繁
殖
力
が
旺
盛
で
、
一
度
は
び
こ
る

と
駆
除
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

Ｑ

Ａ
（
環
境
生
活
部
長
）

　
メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
は
、
小
中
学　
　
　

校
の
運
動
場
や
公
園
、
芝
生
広
場
、
空
き
地

な
ど
の
明
る
い
場
所
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て

　
　
　
　
　
い
る
。
県
で
は
、
平
成
二
九
年

　
　
　
　
　
に
庁
内
関
係
課
、
県
内
市
町
村
、

　
　
　
　
　
学
校
に
対
し
て
文
書
に
よ
る
注

　
　
　
　
　
意
喚
起
を
行
い
、
駆
除
方
法
や

　
　
　
　
　
時
期
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
駆
除
の
協
力
を
行
う
。

Ｑ

Ａ
（
農
林
水
産
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
技
能
外
国
人
制

　
　
　
　
　
　
　
度
は
、
施
設
園
芸
が
盛
ん

　
　
　
　
　
　
　
な
本
県
で
は
、
人
材
確

　
　
　
　
　
　
　
保
の
有
効
な
手
段
。
外

　
　
　
　
　
　
　
国
人
材
の
受
け
入
れ
と

支
援
の
体
制
を
整
備
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
熊
本

中
央
会
に
よ
る
「
登
録
支
援
機
関
」
設
立

を
働
き
か
け
、
八
月
に
登
録
が
実
現
し
た
。

本
機
関
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め
る
。

一般質問に耳を傾ける蒲島知事（右端）と執行部ら
（9 月 12 日、 県議会 ・本会議場）

鹿
児
島
県
は
、
メ
リ

ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
た

市
町
村
を
明
示
し
、

志
布
志
市
で
は
、
環

境
省
の
専
門
家
を
迎

え
て
撲
滅
対
策
会
議

を
開
き
、
撲
滅
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

し
て
い
る
。

②
人
生
一
〇
〇
歳
時
代
と

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
い
て

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て

④
外
来
植
物

「メ
リ
ケ
ン
ト

キ
ン
ソ
ウ
」
の
駆
除
に
つ
い
て

⑤
農
業
分
野
の
雇
用
労
働
力

不
足
の
解
消
と
特
定
技
能
外

国
人
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
今
年
四
月
か
ら
特
定
技
能
外

　
　
　
　
国
人
制
度
が
始
ま
っ
た
。
私
は
、

　
　
　
　
農
業
分
野
に
お
い
て
こ
の
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

雇
用
す
る
農
家
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
外

国
人
材
を
年
間
雇
用
す
る
の
は
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
よ
う
だ
。
本
県
の
取
り
組
み
は
。

外来生物メリケントキンソウ （右上は実）

議会・一般質問

http://www.kumamoto-pref.stream.jfit.co.jp/一般質問の様子は「熊本県議会インターネット中継」からご覧いただけます。



　

八
月
二
十
四
日
、
大

分
県
で
九
州
各
県
議
会

議
員
親
善
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
、
議
員
野
球

団
は
九
州
の
県
議
会
議

員
と
交
流
を
深
め
た
。

熊本県議会議員

城戸あつし
profile ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 ● ● ● 1962 年 2 月 24 日生まれ。

玉名市立玉名町小学校卒業～同玉名中学校卒業～熊本県立荒尾高等学校卒業～九州産業大学中退。

1998 年、（社）玉名青年会議所 理事長。

2001 年、玉名市立玉名中学校 PTA 会長。玉名市 PTA 連絡協議会 会長。

2013 年、玉名市議会議員選挙にて初当選。2017 年、2 期目当選。2018 年 9 月に辞職。

2019 年、熊本県議会議員選挙にて初当選～現在に至る。

熊本県議会では「建設常任委員会」ならびに「地域対策特別委員会」に配属される。

建設委員会

＜所属する議連＞

▲日韓友好議員連盟

▲防衛議員連盟

▲有明海沿岸道路建設促進議員連盟

▲観光・物産振興議員連盟

▲文化懇話議員連盟

▲森林・林業活性化推進議員連盟

▲北朝鮮に拉致された日本人を救う

熊本県議会議員の会

▲武道・スポーツ振興議員連盟

▲ゴルフ議員連盟

▲議員野球団

県庁訪問

三重県知事を訪問

発達障がい児 支援 ２

管内視察

１

　

八
月
二
十
八
日
、
三
重
県
を

視
察
す
る
玉
名
市
議
会
議
員

「
新
生
ク
ラ
ブ
」
と
合
流
し
た
。

八
月
二
十
九
日
、
三
重
県
庁
を

訪
問
。
現
在
三
期
目
を
務
め
る

鈴
木
英
敬
知
事
か
ら
三
重
県
の

主
な
取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

　

同
知
事
は
、
発
達
障
が
い
児

を
支
援
す
る
県
の
取
り
組
み
を

説
明
。
支
援
の
必
要
な
児
童
を

就
学
前
に
発
見
す
る
県
独
自
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
導
入
し
、

支
援
が
必
要
な
児
童
に
対
し
て

個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、

成
長
過
程
に
応
じ
た
支
援
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

城
戸
県
議
は
、
玉
名
で
来
年

二
月
二
十
三
日
に
初
開
催
さ
れ

る
市
民
参
加
型
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
「
玉
名
い
だ
て
ん
マ
ラ
ソ

ン
」
を
紹
介
し
、「
一
緒
に
玉

名
を
走
り
ま
し
ょ
う
」
と
申
し

入
れ
た
。

　

建
設
常
任
委
員
会
は

九
月
二
日
、
管
内
視
察

を
実
施
。
県
道
熊
本
高

森
線
四
車
線
化
お
よ
び

被
災
市
街
地
復
興
土
地

区
画
整
理
事
業
（
益
城

町
）
、
宅
地
耐
震
化
推
進

事
業
（
西
原
村
）
、
俵
山

ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
（
西

原
村
）
、
立
野
ダ
ム
建
設

事
業
（
南
阿
蘇
村
）
、
南

阿
蘇
村
災
害
公
営
住
宅

（
南
阿
蘇
村
）
、
直
轄
砂

防
災
害
関
連
緊
急
事
業

お
よ
び
阿
蘇
大
橋
災
害

復
旧
事
業
（
南
阿
蘇
村
）

な
ら
び
に
国
道
５
７
号

北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
阿
蘇

市
、大
津
町
）を
視
察
し
た
。

　

県
道
熊
本
高
森
線
四
車

線
化
お
よ
び
被
災
市
街
地

復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
県
益
城
復
興
事

務
所
で
県
土
木
部
所
管
課

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

直
轄
砂
防
災
害
関
連
緊

急
事
業
（
阿
蘇
大
橋
地
区
）

と
阿
蘇
大
橋
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊

本
復
興
事
務
所
か
ら
工
事

の
進
捗
状
況
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
を
行

い
現
地
を
見
学
し
た
。

公営災害住宅について南阿蘇村から説明を受ける建設
委員会の県議団（9月 2日、南阿蘇村・馬立団地）

　

九
州
・
沖
縄
防
衛
議

員
連
盟
連
絡
協
議
会
総

会
が
八
月
二
十
六
日
、

沖
縄
県
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
意

見
交
換
を
行
った
。

　

議
員
団
は
、
総
会
後

に
航
空
自
衛
隊
那
覇
基

地
を
研
修
視
察
し
、
基

地
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

議連活動

３
基
地
を
視
察

沖縄・大分

三重県

益城・西原村・阿蘇

ＰＲ

▶▶委員会活動、議連活動、その他視察活動

鈴木知事招き 講演会
西野だいすけ氏 鈴木 英敬 知事

　

西
野
だ
い
す
け
事

務
所
は
来
年
二
月
二

十
二
日
、
三
重
県
知

事
の
鈴
木
英
敬
氏
を

招
い
て
玉
名
市
内
で

講
演
会
を
開
催
す
る
。

鈴
木
知
事
と
西
野
氏

は
大
学
の
先
輩
後
輩

の
関
係
で
、
講
演
会

後
は
「
西
野
だ
い
す

け
を
励
ま
す
会
」
を

実
施
す
る
。
西
野
氏

は
二
〇
一
七
年
の
衆

院
選
に
熊
本
二
区
か

ら
出
馬
し
た
。

開催
決定

熊本県議会議員　城戸あつし　県政報告　第１号 （４）

被
災
地
な
ど
視
察

復
興
へ
事
業
着
々
と

活動報告


